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員
に
」
を
印
象
づ
け
る
取
り
組

み
に
な
る
様
、
各
分
会
で
住
宅

デ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
各
会
場
が
前
年
よ

り
減
少
し
、
来
場
者
は
元
塩
、

松
竹
、
三
葉
の
３
分
会
が
達
成

し
、
４
分
会
が
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
住
宅
相
談
に
つ
い
て
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３
日
間
好
天
の
住
宅
デ
ー

独
自
の
工
夫
で
地
域
に
ア
ピ
ー
ル

住
宅
デ
ー
は
、
無
料
住
宅
相

談
・
ま
な
板
削
り
・
包
丁
と

ぎ
・
そ
の
他
子
供
も
楽
し
め
る

多
彩
な
企
画
で
、
地
域
に
お
け

る
東
京
土
建
と
建
設
職
人
の
存

在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
「
住
ま
い

の
こ
と
な
ら
東
京
土
建
の
組
合

は
、
松
竹
、
清
里
、
北
浅
の
３

分
会
が
達
成
、
２
分
会
が
減
少

し
２
つ
の
会
場
で
は
相
談
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

事
前
に
会
場
周
辺
に
ま
く
住

宅
デ
ー
チ
ラ
シ
に
職
人
マ
ッ
プ

や
仲
間
を
紹
介
す
る
な
ど
、
分

会
独
自
の
工
夫
も
見
ら
れ
、
住

参議院議員選挙

7月21日（日）
一票の権利を無駄にせず、国政を決

めるため投票に行きましょう。

清
瀬
市
役
所
駐
車
場
に
お
い

て
六
月
九
日
（
日
）
清
里
分
会

の
住
宅
デ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
」
か

ら
住
宅
設
備
展
示
カ
ー
が
来
場

し
、
最
新
の
キ
ッ
チ
ン
、
浴

室
、
洗
面
台
を
展
示
し
て
頂
き

女
性
の
興
味
を
引
い
て
い
ま
し

た
。当

日
は
暑
す
ぎ
る
天
気
で
包

丁
研
ぎ
を
担
当
し
た
人
の
中
に

は
、
日
焼
け
を
し
た
方
も
い
ら

青
空
分
会
の
今
年
の
目
玉
企

画
は
「
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
」
。

砂
を
吹
き
付
け
て
ガ
ラ
ス
に
字

や
絵
を
彫
刻
す
る
も
の
。
定
型

の
も
の
で
も
、
そ
の
場
に
て
フ

リ
ー
ハ
ン
ド
で
デ
ザ
イ
ン
し
て

も
O
K
。

ナ
イ
フ
を
使
っ
て
の
細
か
い

作
業
の
た
め
子
ど
も
に
は
難
し

い
の
で
は
と
思
わ
れ
た
が
、
途

中
で
投
げ
出
す
こ
と
な
く
参
加

者
皆
が
最
後
の
仕
上
げ
ま
で
到

達
で
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
な
が
ら
一
日

を
通
し
て
来
場
者
が
絶
え
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
来
年
は
さ
ら

な
る
挑
戦
を
期
待
し
た
い
。

青
空
分
会
　
川
本
　
尚
之

新
会
場
で
来
場
者
Ｕ
Ｐ清

里
分
会

新
企
画
が
大
人
気

青
空
分
会

土
建
の
催
し
 地
域
に
定
着

滝
山
分
会

宅
デ
ー
が
終
わ
っ
た
後
も
仕
事

起
こ
し
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

近
年
、
住
宅
相
談
件
数
、
参

加
者
が
減
少
す
る
中
で
２
０
１

投票日

プ
が
多
く
買
わ
れ
て
ビ
ッ
ク

リ
。
残
念
な
が
ら
住
宅
相
談
が

な
か
っ
た
の
が
さ
み
し
い
で
す

が
、
や
は
り
経
済
に
余
裕
が
な

い
の
か
と
思
う
。
さ
て
来
場
者

の
地
域
性
を
み
る
と
小
平
、
東

村
山
、
厚
木
な
ど
他
地
域
の
人

も
い
た
の
で
な
る
ほ
ど
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
に
東
京
土
建
滝
山
分

会
こ
こ
に
あ
り
を
前
面
に
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
住
宅
デ
ー
に
取
り
組

ん
だ
役
員
、
組
合
員
、
主
婦
の

会
の
皆
さ
ん
本
当
に
ご
苦
労
様

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
。
滝
山
分
会
　
秋
元
　
進
一

今
年
も
中
身
は
同
じ
内
容
で

す
が
金
魚
、
ザ
リ
ガ
ニ
、
ヨ
ー

ヨ
ー
な
ど
子
ど
も
や
大
人
た
ち

が
終
始
人
波
が
絶
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
方
で
は
木
工
教
室
に

は
人
が
少
な
か
っ
た
か
な
（
毎

年
変
化
が
あ
る
）
。
逆
に
プ
ラ

ン
タ
ー
が
大
盛
況
で
し
た
。
包

丁
研
ぎ
、
ま
な
板
削
り
は
や
は

り
来
場
者
の
皆
さ
ん
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
作
業
す
る
仲
間
は
大

変
だ
っ
と
思
い
ま
す
が
、
多
く

の
苦
労
が
実
り
喜
び
を
感
じ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
な
板
販
売
も
大
き
い
タ
イ

第
三
十
六
回
住
宅
デ
ー
は
、
3
日
間
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。
全
日
程
が
好
天
に
恵
ま
れ
全

分
会
が
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
分
会
実
行
委
員
、
分
会
組
合
員
の
皆
さ
ん
、

週
末
日
曜
日
の
開
催
と
な
り
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

４
年
度
に
向
け
て
、
今
年
一
年

を
か
け
て
再
検
討
の
必
要
性
を

感
じ
ま
す
。

青
空
分
会
　
浅
利
　
信
次

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
会
場
を
幹

線
道
路
か
ら
目
立
つ
場
所
に
変

第2回  写真コンクール

清瀬久留米支部教宣部主催

今秋、清瀬久留米支部
教宣部の主催で、第2回
となる写真コンクールを

開催致します。今年の募集ジャン
ルは2部制となります。

１部　組合活動　
２部　ジャンル問いません
風景・家族・ペットそして組合

活動など、日常のあらゆるスナッ
プ写真展を秋頃開催します。
募集期間
９月末事務所必着に変更
※写真の現物データは問いませ
ん。お一人様３枚程度の応募とし
ます。詳細はチラシの配布にて。
是非応募して下さい。

イベント
告知

え
て
の
住
宅
デ
ー
と
い
う

こ
と
で
、
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
人
に
も
ア
ピ
ー
ル

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

協
力
頂
い
た
組
合
員
さ

ん
、
お
い
し
い
カ
レ
ー
を

作
っ
て
く
れ
た
主
婦
の
会

の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

清
里
分
会

石
橋
　
智
子

新企画サンドブラスト　青空分会

滝山分会　木工教室

北浅分会　住宅相談

清
里
分
会
　
上
：
展
示
カ
ー

下
：
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
生
も
包

丁
研
ぎ
で
参
加

けんせつ
清 瀬 久 留 米
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「
元
気
で
す
か
ー
！
元
気
が

あ
れ
ば
な
ん
で
も
で
き
る
」
元

気
に
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
自

分
の
身
体
の
調
子
を
知
る
こ

と
、
と
い
う
こ
と
で
小
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
二
百
人
を
超
え
る

仕
事
帰
り
市
民
集
会
に
参
加

す
る
た
め
東
久
留
米
の
商
工
会

館
に
直
行
し
た
。

組
合
員
と
家
族
が
支
部
健
康
診

断
に
訪
れ
た
。

十
時
か
ら
受
け
付
け
開
始
だ

が
、
九
時
に
は
す
で
に
数
人
が

テ
ン
ト
前
で
待
機
し
て
い
た
。

み
な
さ
ん
健
診
を
待
ち
わ
び
て

日
中
の
暑
さ
か
ら
解
放
さ
れ

若
干
涼
し
く
な
っ
た
夕
刻
６
時

30
分
、
既
に
会
場
は
多
く
の
参

数
パ
ー
セ
ン
ト
は
い
る
の
で
は

な
い
か
？
毎
年
恒
例
の
行
事
が

な
く
な
る
の
は
辛
い
ら
し
く

「
会
場
が
変
わ
っ
て
も
ど
こ
ま

で
も
い
く
ぞ
」
と
い
う
声
を
多

く
聞
い
た
。

加
者
で
い
っ

ぱ
い
で
し

た
。各

団
体
か

ら
の
現
場
報

告
で
、
地
域

小
児
医
療
を

良
く
す
る
会

の
外
岡
さ
ん

は
、
「
２
０

１
０
年
清
瀬

小
児
病
院
含

む
都
立
３
病

院
が
廃
院
に

な
っ
た
事
は

と
て
も
残
念

だ
が
、
多
摩

北
部
医
療
セ

う
な
」
と
い
う
中
、
名
古
屋

の
女
子
と
結
婚
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
女
を
授
か
り

ま
し
た
。

そ
ん
な
、
昭
和
か
ら
平
成

に
な
っ
た
夏
の
終
わ
り
に
、

よ
っ
て
東
京
土
建
と
の
出
会

い
も
有
り
、
運
命
的
に
は
順

調
に
流
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

三
葉
分
会
　
前
川
　
達
夫

父
親
が
病
で
倒
れ
、
そ
の
一

年
後
に
父
親
が
属
す
る
会
社

か
ら
、
横
浜
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

を
指
名
で
受
け
た
の
で
、
帰

っ
て
来
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま

し
た
。

へ
戻
る
と
い
う
事
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
自
分
で
勝
手
に
名

古
屋
の
ゼ
ネ
コ
ン
に
就

職
を
決
め
て
、
社
会
人

生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

五
年
後
に
は
、
当
時

言
わ
れ
て
い
た
、
「
名

古
屋
の
嫁
さ
ん
は
も
ら

一
方
、
名
古
屋
の
会
社

で
は
将
来
を
約
束
さ
れ
、

あ
る
ポ
ス
ト
ま
で
用
意
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

残
る
か
、
帰
る
か
様
々

な
葛
藤
の
中
、
東
京
へ
の

道
を
選
択
し
ま
し
た
。

そ
の
後
六
年
後
に
父
親

は
他
界
し
ま
し
た
。

今
、
そ
の
時
の
選
択
に

湧
水

運  命

私
は
大
学
で
名
古
屋
に
住

ん
で
い
ま
し
た
。

当
初
卒
業
し
た
ら
、
東
京

ー
ル
に
合
わ
せ
、
パ
レ
ー
ド
が

通
り
過
ぎ
る
ま
で
何
度
も
住
宅

街
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

毎
年
、
こ
の
集
会
に
は
参
加

し
て
い
る
が
、
初
め
て
子
ど
も

の
応
援
に
励
ま
さ
れ
、
地
域
に

う
っ
て
出
る
デ
モ
行
進
の
意
義

を
感
じ
ま
し
た
。
最
後
ま
で
歩

い
た
ご
褒
美
は
、
気
の
あ
っ
た

仲
間
と
飲
ん
だ
ビ
ー
ル
、
美
味

し
か
っ
た
。

こ
の
日
の
参
加
者
は
95
名
で

し
た
。滝

山
分
会
　
山
岸
　
妙
子

行
け
ば
わ
か
る
さ
、健
康
診
断

6
・
16
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
に
て

ん
、
あ
り
が
と
う
。

シ
ニ
ア
の
会
副
会
長

小
原
　
三
郎

嵐
山
渓
流
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
2

0
1
3
年
6
月
30
日

（
日
）
曇
り
空
の
中
、
38

名
が
参
加
し
て
、
貸
切
バ

ス
の
混
み
具
合
良
好
。
参

加
者
は
だ
い
た
い
い
つ
も

の
顔
ぶ
れ
。

今
年
は
シ
ニ
ア
の
会
が

で
き
て
10
周
年
。
長
く
も

あ
り
、
短
く
も
あ
り
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
最

近
の
時
間
の
た
つ
の
が
早

い
こ
と
！
今
年
も
、
も
う

半
分
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
。

食
べ
る
前
に
、
樹
齢
千
二
百

年
の
都
幾
川
の
大
銀
杏
に
立
寄

り
、
記
念
撮
影
。

今
回
の
参
加
者
の
最
高
齢
は

87
歳
の
田
畑
夫
妻
。
シ
ニ
ア
会

員
全
員
、
銀
杏
に
は
遠
く
及
ば

な
い
。

そ
し
て
、
い
ざ
、
B
B
Q
！
 

み
ん
な
、
元
気
！
　
食
欲
、

飲
（
？
）
欲
、
ま
だ
ま
だ
旺

盛
。
用
意
の
食
材
は
あ
っ
と
い

う
間
に
平
ら
げ
、
雑
談
、
冗
談

に
花
咲
く
も
、
予
定
を
早
め
て

帰
途
に
つ
く
。

最
後
に
、
宇
田
川
会
長
の
、

９
月
１
日
の
シ
ニ
ア
の
会
10
周

年
式
典
へ
の
招
待
、
参
加
の
要

請
で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

色
々
お
世
話
下
す
っ
た
皆
さ

ー
ル
、
焼
酎
、
コ
ー
ラ
、
ジ
ュ

ー
ス
な
ど
好
き
な
も
の
を
飲
み

放
題
で
、
大
人
も
子
ど
も
も
大

喜
び
。

途
中
、
道
路
の
渋
滞
も
な
く

9
時
30
分
に
は
潮
干
狩
り
開

始
。
収
獲
に
は
み
な
満
足
の
よ

う
で
、
中
に
は
7
、
0
0
0
円

も
追
加
料
金
を
支
払
っ
た
人
も

大漁、飲み放題、大満足!
潮干狩り 北浅分会

ン
タ
ー
に
小
児
医
療
を
設
け
て

と
訴
え
続
け
て
い
き
ま
す
。
」

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
は
、
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
さ
れ
た
車
を
先
頭
に
パ

レ
ー
ド
に
出
発
す
る
と
、
ま
も

な
く
子
ど
も
の
声
が
「
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
か
わ
い
い
応

援
が
、
私
達
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

そ
れ
だ
け
土
建
の
健
康
診
断
が

魅
力
的
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ

う
。
未
受
診
の
人
た
ち
に
も
こ

の
楽
し
さ
を
是
非
味
わ
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
あ
る
。

ま
だ
健
康
診
断
を
受
け
て
い

な
い
組
合
員
さ
ん
は
清
瀬
診
療

所
へ
「
１
・
２
・
３
・
ダ

ー
！
」青

空
分
会
　
川
本
　
尚
之

い
ま
し
た
。

お
昼
12
時
に
は
一
路
東
久
留

米
へ
。
次
回
は
も
っ
と
多
く
の

組
合
員
の
参
加
と
他
分
会
の
方

の
参
加
も
待
っ
て
い
ま
す
。

幹
事
の
佐
野
さ
ん
、
大
変
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

北
浅
分
会
　
小
野
　
定
康

６
・
７
東
久
留
米
市
民
大
集
会

ご
褒
美
は
ビ
ー
ル

い
る
の
ね
。
♪

選
挙
行
っ
て
外

食
す
る
ん
だ
♪

の
ノ
リ
で
来
て

い
る
人
た
ち
も

清瀬久留米支部シニア友の会
10周年記念行事

おわび

9月1日（日）支部事務所にて
午前11時開会　　
平和・憲法についての記念行事と

納涼懇親会を行います。
多くの会員の参加で10周年を祝い

ましょう。

先月号の松竹住宅デー開催の記事に
おいて、「2年ぶりの開催」との文言がわ
かりづらく誤解を招く表現でした。松竹
分会の方々にご迷惑をおかけしました。
お詫びいたします。

流し放題、焼き放題、
そして巻き放題？

支部事務所にて流しそうめ
ん・BBQ・目指せ！海苔巻の長
さ清瀬久留米ギネス!!・貝殻の風
鈴づくりなど計画中！夏の思い
出の一つに!!　若い世代の交流の
場として、ご家族そろって楽し
い時を過ごす場として、ぜひ、
ご参加ください♪

と　き：８月４日（日）
午前11時半～午後3時ごろまで

ところ：東京土建清瀬久留米支部
支部会館

（東久留米市中央町5−10−17）
参加費：おとな１人 1,000円

（中学生以上）　こども：無料
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で
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名
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で
行
な
い
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し
た
。

6
月
23
日
、
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時
30
分
に
東
久
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米
を
出
発
。
首
都

高
か
ら
海
ホ
タ
ル

経
由
で
木
更
津

へ
。
車
中
で
の
飲

み
物
は
「
行
き
も

帰
り
も
」
酒
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ビ

目指せ1200年!?
親睦BBQ シニアの会


